
広島港吉島ボートパーク（仮称）

整備運営事業
事　業　概　要

広島県



Ⅰ　Ⅰ　事業概要事業概要
１　事　業　名
　特定重要港湾広島港吉島地区

　　　ボートパーク（仮称）整備運営事業

２　業務の目的
広島港内における放置艇対策事業の一環と

　してＰＦＩ事業による放置艇収容施設の建

設並びに運営・維持管理を行う。

【所要整備量】

　小型プレジャーボート収容隻数　９４２隻以上



計 画 位 置



Ⅱ　Ⅱ　プレジャーボートの現状プレジャーボートの現状
１　全国における動向１　全国における動向
　　 １－１　保有隻数等の推移１－１　保有隻数等の推移
（１）（１）舟艇保有隻数の推移舟艇保有隻数の推移



（２）小型船舶操縦士免許受有者数の推移（２）小型船舶操縦士免許受有者数の推移



２　広島港域における動向２　広島港域における動向

２－１　２－１　収容施設の整備収容施設の整備

施 設 名 区 分 収容隻数 
観音マリーナ 既 設 640 
坂ＰＢＳ 既 設 24 
五日市ＰＢＳ 既 設 156 
太田川マリーナ（河川） 建設中 350 
五日市フィッシャリーナ（漁港） 建設中 703 
廿日市ボートパーク 建設中 550 
吉島ボートパーク 計画中 1,028 
御幸松ボートパーク 計画中 100 
民間収容施設 既 設 885 

合 計 4,436 

公共・民間の収容隻数合計　４，４３６隻（計画中を含む）



２－２　プレジャーボート隻数の推移２－２　プレジャーボート隻数の推移

 
係留隻数の推移
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全国と同様に，広島港域のプレジャーボート
も増加傾向（12年間で233隻増加）



２－３　プレジャーボート係留施設の必要性２－３　プレジャーボート係留施設の必要性

　●広島湾地域の放置艇数：約2,900隻（Ｈ14年調査）

　●Ｈ19年度を目途に係留施設の段階的整備により，

　　概ね不法係留を解消する。

　●吉島地区ボートパーク整備は，最大の収容予定隻

　　数を有し，必要不可欠。



収容施設整備計画収容施設整備計画

区  分 H１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ 計 摘  要 

観音マリーナ 470   170   640 H9.4 供用開始 

五日市PBS 156      156 H10.10供用開始 
坂PBS 24      24 H12.12供用開始 
廿日市 BP 463 87     550  
御幸松 BP      100 100  
五日市 FA 380    323  703  
太田川マリーナ     350  350 国直轄計画 
PFI 吉島     1,028  1,028 港湾計画上の隻数：942 隻 

公
共
施
設 

小計 1，493 87 0 170 1,701 100 3,551  
民間施設 835 50     885  
計（収容可能隻数） 2，328 137 0 170 1,701 100 4,436  

施
設
整
備
状
況 
・
計
画 

    累計 2，328 2,465 2,465 2,635 4,336 4,436 4,436  
PB収容対象隻数 4，577 （総隻数 4,954 隻のうち廃船・手こぎ船等を除く）  
収容可能率 50.1 53.9 53.9 57.6 94.7 96.9 96.9  

 

収容可能率　　Ｈ１４：５０％　→　Ｈ１９：９７％



広島湾地域における公的マリーナの役割広島湾地域における公的マリーナの役割



２－４　プレジャーボート収容に伴う２－４　プレジャーボート収容に伴う
　　　　　　　　　　　　　広島県の対応　　　　　　　　　　　　　広島県の対応

●広島港域プレジャーボートの係留実態（Ｈ14年）

　　　　　　　　　　　↓

●広島湾域の港湾・河川等の公有水面への

重点放置禁止区域等の設定（施設完成時期に設定）

　　　　　　　　　　　↓

●放置艇の広島港吉島地区ボートパークへの収容



（事業概要ｐ．７の図を挿入）

ただし，かなり小さくなる

広島湾地域プレジャーボート収容計画（案）広島湾地域プレジャーボート収容計画（案）



Ⅲ　Ⅲ　ＰＦＩＰＦＩ事業の事業スキーム事業の事業スキーム
１　ＰＦＩ事業手法を導入する理由１　ＰＦＩ事業手法を導入する理由

【ＰＦＩ事業手法の有効性】

●ボートパーク事業は，民間の経営ノウハウが発揮されやすく，

民活になじむこと。

●採算性が見込めること。

　・良好な立地条件（広島市中心部に近く,広島湾の中央に位置）

　・周辺地域に放置艇が集積

　・既存の護岸・防波堤が利用可能で，水面（140,557㎡）

　　及び用地（22,346㎡）も利用可能

●有意なＶＦＭが発生すること。



２　事業の概要２　事業の概要

区 分 施 設 数 量 
海面係留設備 浮桟橋，渡橋，係留用杭 1,028 隻（想定） 

管理棟 ２棟 
修理工場 １棟 
上下架施設 １基 
給油施設 一式 

陸上設備 

その他設備 一式 
 注：赤字は本事業で整備すべき本来的な施設を示す。

係留施設 利用料金(千円/月) 
６ｍ以内・簡易係留 １７ 
８ｍ以内・簡易係留 ２０ 

 

◆施設規模

◆保管料 （想定）



３　ＰＦＩ事業方式について３　ＰＦＩ事業方式について

（１）事業形態　　独立採算型

（２）事業手法　　ＢＯＴ方式（｢指定管理者｣を想定）

（３）事業期間　２０年（想定）

・ 県の事業コストを最小に抑制できる。

・ 所有に伴うリスクをＰＦＩ事業者に分担させることができる。

・ 県税や水域占用料等の収入が見込める。

事業スキーム

県のメリット



行政･民間事業者･施設利用者の関係図行政･民間事業者･施設利用者の関係図
広　島　県

民　間　事　業　者

・施設の整備　　（設計，施工，監理）

・施設の維持管理（保守点検，修理，警備，警戒，清掃等）

・施設の運営　 　（利用募集，利用受付，係留使用料徴収

，安全

講習会の実施等）

建
設
会
社
等

金
　
融
　
機
　
関

利　用　者

・水面占用許可
・港湾施設使用許可

・水 面
占用料
・港 湾
施 設
使用料

PFI契約

サービス
・係留保管施設の提供
・安全講習会の開催

・係船使用料納付
・附帯施設使用料納付

返済

融資請負

支払



４　事業スケジュール（予定）４　事業スケジュール（予定）

年度  
項目 Ｈ１4 Ｈ１5 Ｈ１6 Ｈ１7 Ｈ１8 Ｈ１9 Ｈ20 

PFI導入可能性調査        

特定事業の選定 
～事業者の決定 

         

用地・地形測量        

物揚場劣化診断    診断    補修     

占用者等のｸﾘｱﾗﾝｽ  補償費算定   補償     

浚渫，杭撤去等        

PFI事業者の整備        

 
 
 
吉
島
Ｐ 
Ｆ 
Ｉ 
 
周辺関連事業（公園等）        

南道路整備（吉島地区）          

 

◎供用(運営開始) 



観音マリーナ



観音マリーナ



観音マリーナ



五日市ＰＢＳ



五日市ＰＢＳ



五日市フィッシャリーナ



五日市フィッシャリーナ



廿日市ＢＰ



廿日市ＢＰ



福山港内港地区



船舶放置等禁止区域　告示



船舶放置等禁止区域　告示




